
　

待
ち
に
待
っ
た
東
書
藝
展
の
開
幕

で
す
。

　

令
和
二
年
一
月
以
来
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
く
中
に

お
い
て
も
、
役
員
諸
氏
、
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
尽
力
・
ご
理
解
の
お

陰
で
一
度
も
中
止
す
る
こ
と
な
く
、

今
年
も
盛
大
に
本
展
が
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
、
感
謝
の
念
と
共
に
感
慨
ひ

と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
に
祝
賀
会
は
東

海
三
県
の
今
日
の
感
染
状
況
の
下
で

の
開
催
は
や
は
り
無
理
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
せ
め
て
授
賞
式
だ
け
は
十
分

な
感
染
対
策
を
施
し
て
行
う
こ
と
で
、

受
賞
者
の
皆
様
の
ご
努
力
に
報
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
展
の
出
品
者
の
内
訳
を
み
る
と
、

院
人
の
ク
ラ
ス
が
全
体
の
約
半
数
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
院
人

は
本
会
の
母
体
と
な
る
存
在
で
す
か

ら
、
そ
の
院
人
の
作
品
の
内
容
が
会

と
し
て
の
質
の
高
さ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
こ
の
ク
ラ
ス
で

の
作
品
規
格
に
多
少
の
変
更
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
作
品
の
大
き
さ
と
形
は

多
様
な
作
品
制
作
の
意
欲
を
喚
起
す

る
条
件
の
一
つ
で
す
。
そ
の
効
果
が

　

会　
　

長　
　

風

岡

五

城

第
六
十
九
回
展
　
審
査
会

　

第
六
十
九
回
展
の
審
査
会
は
三
月

六
日
・
七
日
の
両
日
、
ウ
イ
ル
愛
知

三
階
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
未
だ
発
令
中
の
状
況
下
で
、
対

策
が
尽
く
さ
れ
な
が
ら
の
審
査
進
行

と
な
る
。
審
査
部
を
中
心
に
各
部
担

当
者
、
賛
助
会
員
の
表
具
店
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
諸
君
と
も
一
丸
と
な
っ
て

審
査
の
先
生
方
を
サ
ポ
ー
ト
、
緊
張

の
中
、
厳
正
な
鑑
別
が
続
く
。
同
点

決
勝
も
度
々
の
後
、
七
日
午
後
、
す

べ
て
の
受
賞
者
が
無
事
出
そ
ろ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
は
七
十
回
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
会
員

の
一
人
一
人
が
今
展
の
成
果
を
ふ
ま

え
、
来
た
る
記
念
展
へ
の
弾
み
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

煌
め
く
陽
光
と
穏
や
か
な
風
に
包
ま
れ
て
生
命
輝
く
季
節
。
第

六
十
九
回
東
書
藝
展
は
華
や
か
に
幕
を
開
け
た
。
今
展
は
第
一
会

場
・
第
二
会
場
同
時
開
催
で
、
満
を
持
し
て
来
場
者
を
お
迎
え
す

る
。
未
だ
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
、
会
員
各
々
が
全
力

で
表
現
し
た
書
の
世
界
を
と
く
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期
：
令
和
四
年
四
月
五
日
〜
十
日	

第
一
会
場
：
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

	

第
二
会
場
：
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

大
賞
に
沖
賀
青
陽
氏（
豊
田
市
）、

準
大
賞
に
は
増
田
孝
志
氏（
名
古
屋
市
）

第
六
十
九
回 

公
募 

東
海
書
道
藝
術
院
展  

開
幕

第
一
四
五
号

会

報
令和 4 年 4 月　　　　　http://www.toshogei.jp/

東 海 書 道 藝 術 院
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会
員
の
部

【
大　

賞
】

沖
賀　

青
陽

【
準
大
賞
】

増
田　

孝
志

【
知
事
賞
】

大
山　

湯
泉

【
総
領
事
賞
】

浦
野　

博
夫

【
中
日
賞
】

川
口
志
満
子

【
東
書
藝
賞
】

平
井　

瑛
玉

【
特　

選
】

杉
浦　

霽
月

根
岸　

朋
華

小
川　

胡
蝶

大
里　

紅
舟

安
田　

加
奈

堀
場　

太
崖

大
橋　

栄
美 

冨
永　

奇
伸

【
秀　

作
】

後
藤　

楊
柳

伊
藤　

聴
雨

浅
野　

玉
麗

大
河
内
栄
州

鈴
木
希
代
美

黒
宮　

祥
空

山
㟢　

華
風

牧　
　

藍
水

松
山　

麗
糸

早
川　

光
道

準
会
員
の
部

【
市
長
賞
】

酒
井　

奏
風

【
県
教
委
賞
】

堀
田　

紫
泉

【
市
教
委
賞
】

恒
川　

玲
舟

【
中
日
賞
】

三
苫　

花
風

駒
田
香
代
子

【
東
書
藝
賞
】

鈴
木　

萌
園

【
推　

薦
】

木
村　

昌
次

春
日
井
康
弘

【
特　

選
】

毛
利　

天
岳

神
杉　

戀
月

野
呂　

妙
香

今
村　

香
樹

江
木　

皐
月

石
川　

明
正

今
田　

優
翠

野
田　

弘
美

近
藤　

七
峰

【
秀　

作
】

稲
葉　

畊
雲

水
野　

陽
雲

水
野　

碧
友

石
川　

芙
瑤

坂
巻
　
春
光

亀
井　

祥
苑

梶
野　

光
葉

天
木　

良
栄

大
野　

清
泉

山
田　

渓
翠

小
林　

佳
麗

牧
野　

友
里

土
井
早
知
子

日
比
野
紀
子

会
友
の
部

【
県
教
委
賞
】

山
田
み
つ
梛

【
市
教
委
賞
】

服
部　

黄
華

【
中
日
賞
】

前
田　

翆
華

【
東
書
藝
賞
】

前
田　

湖
月

堀
尾　

象
仙

阪　
　

緑
華

若
宮　

舞
奏

【
推　

薦
】

島
㟢　

美
楓

古
井
戸
実
侑

伊
藤　

陽
子

春
日
井
世
思
子

【
特
選
】

菅
原　

瑤
華

西
内　

悠
渓

足
立
紀
代
子

西
本　

康
子

髙
嶋　

里
奈

河
田　

智
子

大
杉　

花
芳

中
嶋　

静
花

安
藤
由
里
子

福
島　

健
仁

小
松　

る
か

宮
㟢
み
ゆ
き

渡
辺　

栄
子

梅
林　

香
堂

八
木　

信
江

【
秀　

作
】

谷
本　

愛
香

浅
川　

恵
翠

近
藤　

北
明

山
本　

恵
月

掛
布　
　

一

所　
　

浩
司

篠
田　

邦
子

加
田　

麗
芳

山
内　

絹
美

近
藤　

栄
香

中
川　

美
泉

髙
藤　

紅
泉

清
水　

翡
翠

松
枝
み
ど
り

暮
石　

知
子

公
募
の
部

【
中
日
賞
】

舟
木　

樸
風

【
東
書
藝
賞
】

近
藤　

秋
香

髙
井　

南
岳

村
田
侑
里
恵

【
推　

薦
】

橘
田
寿
巳
代

橋
口　

智
美

吉
井　

春
鈴

浦
野
芽
公
美

加
藤
加
壽
子

【
特　

選
】

福
井　

優
香

松
枝　

翠
舟

高
田　

有
子

岡
島　

詠
子

今
井　

澤
風

田
畑　

紅
雨

春
日
百
合
子

二
丹
田
友
見

渡
邊
美
恵
子

長
谷
川
紀
舟

柴
田　

健
二

【
秀　

作
】

木
村　

聚
華

増
田
　
白
崖

跡
部
　
廣
子

中
川
　
弘
美

村
上
　
佑
子

井
上
　
璃
音

北
村
祐
美
子

宮
地
勢
津
子

第
六
十
九
回
東
書
藝
展

　
　
　

各

部

受

賞

者

名

　

審
査
員
の
先
生
方（

敬
称
略
）

審
査
委
員
長

風
岡　

五
城

会
員
・
準
会
員
担
当

安
藤　

清
舟
・
岩
田　

冬
崖

谷
口　

竹
城
・
西
尾　

邑
城

松
浦　

白
碩
・
木
村　

大
澤

安
藤　

餘
香
・
伊
藤　

春
魁

冨
永　

奇
昂

会
友
・
公
募
担
当

水
谷　

紅
楓
・
鈴
木　

紫
舟

間
瀬　

清
園
・
山
本　

晴
城

江
口　

雪
華
・
勝
田　

晃
拓

宮
本　

華
楓
・
吉
田　

南
洋

渡
辺　

清
香

※�

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
た

め
、
第
69
回
展
祝
賀
会
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

会場で審査をする先生方
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令
和
四
年
一
月
二
十
五
日（
火
）

～
三
十
日
（
日
）、
名
古
屋
電
気

文
化
会
館
東
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
。
す
で
に
二
年
に
及
ぶ
コ
ロ

ナ
禍
で
書
作
活
動
も
多
難
な
中
、

東
書
藝
の
代
表
作
家
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
に
溢
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
作
品
四
十
五
点
が

新
春
を
彩
っ
た
。
外
は
ま
だ
ま

だ
厳
寒
だ
が
、
会
場
内
は
落
ち

着
い
た
時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
る
。
一
作
ご
と
丁
寧
に
鑑
賞

さ
れ
る
来
場
者
が
多
か
っ
た
の

が
う
れ
し
く
心
に
残
っ
た
。

　

幹
部
作
品
を
紹
介
し
て
い
く

と
、
風
岡
五
城
…
一
分
の
隙
な

く
品
格
の
高
さ
こ
の
上
な
し
。

安
藤
清
舟
…
静
動
の
対
比
、
落

款
の
調
和
が
絶
妙
な
行
草
作
。

木
村
大
澤
…
四
文
字
の
響
き
あ

い
が
実
に
ク
ー
ル
で
引
き
込
ま

れ
る
。
西
尾
邑
城
…
行
の
中
央

が
微
妙
に
揺
れ
て
側
款
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
絶
妙
。
伊
藤
春
魁
…

伝
統
の
佇
ま
い
と
現
代
性
が
見

事
に
マ
ッ
チ
。
王
道
を
行
く
美

し
さ
と
思
う
。
松
浦
白
碩
…
確

か
な
線
条
が
動
き
に
静
か
な
落

ち
着
き
を
内
包
す
る
。
水
谷
紅
楓

…
大
胆
か
つ
繊
細
な
筆
使
い
で
大

き
な
構
成
が
生
き
る
。
岩
田
冬
崖

…
真
似
で
き
な
い
感
性
の
表
現

は
、
流
れ
落
ち
る
滝
の
よ
う
で
爽

快
。
尾
関
陶
山
…
潤
渇
冴
え
立
体

的
で
生
命
力
溢
れ
る
。
谷
口
竹
城

…
文
字
の
デ
フ
ォ
ル
メ
自
在
に
絵

画
的
な
雰
囲
気
も
。
安
藤
餘
香
…

温
か
み
の
あ
る
線
条
で
包
み
込
ま

れ
る
よ
う
。
墨
色
も
美
し
い
。
山

本
晴
城
…
疎
密
太
細
が
生
き
て
精

密
な
造
形
。
緊
張
感
が
溢
れ
る
。

冨
永
奇
昂
…
切
れ
味
と
雅
味
が
両

立
し
、
圧
倒
的
な
存
在
感
が
押
し

寄
せ
る
。（
敬
称
略
）

風岡五城
尾関陶山
松浦白碩
伊奈咏玉
鈴木紫舟
本瀬芝青
伊藤春魁
浅岡桃苑
井口清華
井浪幸潭
江口雪華
加藤松亭
榊田白蓮
松岡麗泉
村瀬天謙

安藤清舟
谷口竹城
水谷紅楓
大崎翠石
羽根田菖橋
木村大澤
冨永奇昂
荒川青曠
石黒鴻羽
岩本清蘭
大竹翠葉
壁谷桔華
志字一燁
三品芳翠
吉田南洋

岩田冬崖
西尾邑城
石川青崖
河合聚石
間瀬清園
安藤餘香
山本晴城
有竹海山
伊藤南邨
内田簣山
荻野芝翠
近藤春雪
増田一翠
宮本華楓
渡辺清香

第
五
十
七
回 

新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展

出 品 作 家

「
劉
禹
錫
句
」　
安
藤
清
舟

「
銭
允
治
詩
」　
松
浦
白
碩

「
范
成
大
句
」　
水
谷
紅
楓

「
禅
語
」　
岩
田
冬
崖

「
李
白
詩
」　
谷
口
竹
城

「
見
賢
思
齋
」　
安
藤
餘
香

「
断
而
敢
行
鬼
神
避
之
」　
西
尾
邑
城

「献寿」風岡五城「為虎傅翼」木村大澤

「煙柳半眠」山本晴城

「無邉無礙」冨永奇昂

「万葉集の歌」伊藤春魁「凛然高節照時人」尾関陶山
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令
和
四
年
一
月
十
二
日
（
水
）
～

十
六
日
（
日
）、
愛
知
県
美
術
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
。
書
の
伝
統

に
根
ざ
し
た
「
今
日
の
書
」
を
求

め
て
、
東
海
書
道
藝
術
院
百
十
三

点
、
以
文
会
五
十
四
点
、
玄
玄
書
作

院
六
十
三
点
、
書
典
社
十
五
点
の
計

二
百
四
十
五
点
が
展
示
さ
れ
た
。
こ

の
書
展
が
開
か
れ
る
と
、
あ
あ
今
年

も
始
ま
っ
た
な
…
と
実
感
す
る
。
東

書
藝
の
理
念
で
あ
る
「
自
由
か
つ
大

胆
」
は
直
ぐ
に
浮
か
ぶ
が
、
更
に
続

く
「
書
の
伝
統
性
と
現
代
性
の
両
面

を
根
底
に
置
き
」
の
部
分
を
あ
ら
た

め
て
噛
み
し
め
た
い
。

　

主
な
幹
部
作
品
は
、
風
岡
五
城
…

方
筆
の
厳
し
さ
に
動
き
と
穏
や
か
さ

が
相
ま
っ
て
新
鮮
。
安
藤
清
舟
…
重

厚
で
力
強
く
圧
倒
的
な
存
在
感
で
迫

っ
て
く
る
。
水
谷
紅
楓
…
こ
ち
ら
も

迫
力
あ
る
一
行
書
き
。
紙
面
か
ら
飛

び
出
し
て
動
き
出
さ
ん
ば
か
り
だ
。

松
浦
白
碩
…
筆
鋒
自
在
に
活
躍
し
て

爽
や
か
な
草
書
作
。
谷
口
竹
城
…
独

特
の
造
形
よ
る
揺
ら
ぎ
と
墨
量
の
変

化
が
、
奥
行
き
感
を
醸
し
出
す
。
西

尾
邑
城
…
主
と
な
る
金
文
の
造
形
に

感
服
。
下
部
小
字
も
生
き
る
。
尾
関

陶
山
…
七
字
の
草
書
作
。
自
在
な
動

き
と
豊
か
な
量
感
が
両
立
し
て
い
る
。

木
村
大
澤
…
き
び
し
い
筆
使
い
の
中

に
ホ
ッ
と
す
る
温
か
さ
を
感
じ
る
の

は
何
故
だ
ろ
う
。（
敬
称
略
）

　

見
応
え
あ
る
作
品
は
他
に
も
多
数
。

東
書
藝
の
力
を
存
分
に
見
せ
た
。

　

松
岡
麗
泉

常
任
理
事
主

宰
、
第
38
回

花
墨
会
展
が

令
和
三
年

十
一
月
二
十

日
・
二
十
一

日
三
重
県
菰

野
町
図
書
館

で
開
催
さ
れ

た
。
教
室
に

通
う
五
～

九
十
歳
の
作
品
百
六
十
点
を
展
示
。

　

会
員
の
力
作
に
加
え
、
中
学
生

の
屛
風
作
品
や
ゆ
か
り
の
あ
る
書

家
、政
治
家
の
作
品
も
あ
る
。「
日
々

の
修
練
、
努
力
を
積
み
重
ね
た
筆
跡

に
魅
力
が

あ
る
」
と

松
岡
代
表
。

地
域
に
根

ざ
し
た
温

か
み
を
感

じ
る
好
展

と
な
っ
た
。

第
38
回
　
花

墨

会

展

'22

今こ
ん

日に
ち

の

書

展

「
痩
松
帯
苔
歌
」　
風
　
岡
　
五
　
城

「
対
句
華
好
・
時
和
」　
西
　
尾
　
邑
　
城

「
禅
林
句
」　
水
　
谷
　
紅
　
楓

「
虎
擲
龍
挐
」　
木
　
村
　
大
　
澤

「
水
濶
雲
多
客
到
稀
」

尾
　
関
　
陶
　
山

「
華
嵓
詩
」　
安
　
藤
　
清
　
舟

「
張
栻
句
」　
松
　
浦
　
白
　
碩

「
李
白
詩
」　
谷
　
口
　
竹
　
城
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令
和
三
年
十
一
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
両
日
、
蒲
郡
市
民
会

館
東
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
同
会
の
展

覧
は
、
伝
統
の
品
格
と
令
和
の
現
代
性
を
感
じ
さ
せ
、
更
に
学
生
部

も
充
実
し
て
見
事
。
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

55
回
記
念
展
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹
翠
葉

　

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）・
二
十
八

日
（
日
）、
蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー

ル
に
お
き
ま
し
て
第
五
十
五
回
碩
山

書
院
一
門
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
五
十
五
回
の
記
念
展
と
い

う
こ
と
で
、
指
導
者
四
名
に
よ
る
連

作
、「
臨
張
瑞
圖
西
園
雅
集
圖
記
」

を
展
示
し
ま

し
た
。
同
じ

課
題
に
挑
み

ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
光
る

作
品
に
な
り

ま
し
た
。

　

遠
方
よ
り

多
く
の
先
生
方
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
盛
会
の
裡
に
開
催
出
来
ま
し
た

こ
と
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
度
の
開

催
延
期
を
経

て
行
っ
た
展

覧
会
。
出
品

者
の
マ
ス
ク

越
し
の
笑
顔

が
印
象
的
で

し
た
。　

　

令
和
四
年
二
月
十
四
日
～
二
十

日
、
ク
リ
エ
ー
ト
浜
松
ギ
ャ
ラ
リ
ー

35
で
開
催
さ
れ
、
勝
田
晃
拓
代
表
率

い
る
四
十
五
名
、
Ｕ
23
特
別
作
品
三

名
が
出
品
。

そ
れ
ぞ
れ

の
渾
身
の

作
品
と
勝

田
代
表
の

「
今
、
あ
な

た
は
何
を

切
る
」、
書

と
額
装
の

コ
ー
ナ
ー
、
琳
明
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
紹
介
な
ど
例
に
よ
っ
て
セ
ン

ス
抜
群
の
展
覧
で
大
い
に
楽
し
め
た
。

　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
五
日
・

二
十
六
日
、
豊
田
市
民
文
化
会
館

で
開
催
。
攻
玉
書
会
親
交
会
（
代

表
・
羽
根
田
菖
橋
参
事
）
が
三
年

に
一
度
行
う

書
展
は
、
東

書
藝
の
実
力

者
が
多
く
名

を
連
ね
一
般

部（
百
三
十
六

点
）
か
ら
高

校
・
中
学
・

学
生
部
ま
で

多
彩
な
作
品
が
見
事
に
並
ん
だ
。
同

会
の
地
域
で
の
確

か
な
活
動
・
書
を

通
し
て
人
を
育
て

る
そ
の
指
導
力
に

毎
回
感
服
す
る
。

会
場
は
沢
山
の
来

場
者
で
盛
り
上
が

っ
て
い
た
。

第
37
回
景
雲
社「
絆
」書
道
展

第
16
回
　
攻
玉
書
会
展

第
55
回
記
念 

碩
山
書
院
一
門
展

代表の大竹翠葉氏

代表の羽根田菖橋参事
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今
後
の
予
定

◇
第
63
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

4
年
４
月
29
日
㈮
～

　
　
　

５
月
１
日
㈰

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

主
催　

新
道
書
道
会
（
豆
子
柴
甲
）

◇
第
43
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

４
年
５
月
10
日
㈫
～
15
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
64
回
游
心
書
展

会
期　

４
年
５
月
10
日
㈫
～
15
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会
（
松
浦
白
碩
）

◇
第
27
回
無
名
會
書
展

会
期　

４
年
６
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
令
和
４
年
度
東
書
藝
総
会

期
日　

４
年
６
月
19
日
㈰

会
場　

中
電
ホ
ー
ル

◇
'22 

心
象
展

会
期　

４
年
７
月
６
日
㈬
～
10
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

好
日
社
（
岩
田
冬
崖
）

◇
'22
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

会
期　

４
年
８
月
２
日
㈫
～
７
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会

　
　
　

中
日
新
聞
社

◇
第
38
回
清
和
会
書
展

会
期　

４
年
８
月
23
日
㈫
～
28
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

清
和
会
（
西
尾
邑
城
）

◇
第
48
回
宏
道
書
展

会
期　

４
年
８
月
23
日
㈫
～
28
日
㈰

会
場　

名
古
屋
電
気
文
化
会
館

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
東
書
藝
夏
期
研
修
会

　
　
　

4
年
9
月 

場
所
、日
程
未
定

◇
第
56
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

４
年
９
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　

仝
振
興
会

◇
第
25
回
東
書
藝
選
抜
小
品
展

会
期　

４
年
９
月
13
日
㈫
～
18
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
40
回
記
念
飯
田
書
人
会
展

会
期　

４
年
９
月
16
日
㈮
～
20
日
㈫

会
場　

飯
田
創
造
館

主
催　

飯
田
書
人
会
（
加
山
幽
石
）

◇
第
22
回
心
書
会
展

会
期　

４
年
９
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰

会
場　

亀
山
市
文
化
会
館

　
　
　

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催　

心
書
会
（
安
藤
清
舟
）

　

来
年
は
70
回
記
念
展
。
心
を
一
つ

に
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
四
年
四
月　

第
一
四
五
号

発
行　

東
海
書
道
藝
術
院

編
集　

加　

藤　

松　

亭

　
　
　

堀　

江　

龍　

舟　

　

令
和
四
年
三
月
九
日
～
十
三
日
、

岡
崎
市
美
術
館
で
開
催
。
代
表
の

安
藤
餘
香
副

理
事
長
は
じ

め
四
十
八
名

の
会
員
作
品
、

計
五
十
九
点

が
展
示
さ
れ

た
。

　

取
材
日
は

い
っ
ぱ
い
の

来
場
者
で
、
特

に
代
表
・
幹
部

作
品
展
示
の

壁
面
前
で
は

カ
メ
ラ
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
音

も
絶
え
ず
、
書

を
鑑
賞
す
る

喜
び
の
表
情

が
溢
れ
て
い

た
。「
長
い
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

会
員
の
向
上
心
・
努
力
が
嬉
し
い
で

す
」と
安
藤
代
表
。益
々
の
ご
発
展
を
。

　

令
和
四
年
三
月
十
九
日
～
二
十
一

日
、
亀
山
市
文
化
会
館
で
開
催
。
安

藤
清
舟
副
会
長
率
い
る
心
書
会
員
作

品
四
十
五
点
、
学
生
作
品
が
心
地
よ

く
並
ぶ
。
ま
た
特
別
展
示
と
し
て

豆
子
甲
水
之

先
生
遺
墨
と
、

唐
代
墓
誌
・

顔
真
卿
・
龍

門
二
十
品
の

拓
本
が
展
示

さ
れ
た
。
じ

っ
く
り
書
き

込
ま
れ
て
緊

張
感
あ
る
会
員
作
品
と
、代
表
が「
自

由
に
筆
を
運
ば
せ
た
」
と
お
話
し
の

楽
し
げ
な
学
生
作
。
充
実
し
た
内
容

の
展
覧
だ
っ
た
。

第
12
回 

有
鄰
書
展

第
21
回

心
書
会
展

拓
本
前
で
　
安
藤
清
舟
代
表
（
右
）

安藤餘香代表と鈴木礼美氏


